
クリタマパチの分散に及ぼす風の影響
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クリタマバ千の蔓延については，その経路をたどってみると明らかに次の 2 つの場合が考えられる す

なわち. 1 つは[1ft] らカ寸こ人為によるもので，卵をうみつけられた古木または援穏を無被害地;こ運ぶ場合で

あり，他は成虫目「棋の移動分2故iこ上るものである J 前の場合の伝播は距離には)g1令関係であり，後の場合は

だいたい隣接の地域に連続的に発生鉱大してゆ〈

すてJこ昆虫の分散と凪との関係については，多くの研究結果が発表されており，与の一部は u，'λHOYへ

および WIII'I'EFIEI，J)7lらによって概説され，その後においても新知見が数多く加えられている これら

の研究によると，昆虫l土成虫自身の飛河力によって分散する場合のほかに，成虫だけでなく幼虫が気流に

よって受動的に出流することがあり，これが遠距離の分散に関係していることが明らかである J

今回 . !l リヌマパチの被害の進行状況を調査する機会を得たが，その分敢には風が重要な役割を演じて

いるように感じられた そこで，この分散と風との関係をさらに詳細に検討するために，風洞を使用して

成虫の風に対する j文尽を調査した J

なお，本実験に使)11 した風洞は説教場防災郊の施設であり，この前致に協力された巴1手弁科長，また風

洞の操作，測定に御技示を賜わった樫山段官ならびに研究室の諸氏に対し深甚なる r/;f:でを表するュ

I 野外調査

1. クリタマパチ成虫の飛朔

野外においてクリタマペチ成虫の飛河を観察する機会は多くない しかし. lIi'j天で守]iTiDな昼間に空れに

観察することができる一本種の子~河についてはすでに森本"(土 I 目立或いは風の刺戟等;こより飛河する

が，高く速く飛ぶのは見られず，野外で目撃したのでは，或る校条の葉商力通らヲ?'ひ‘立った成虫は径 1m 余

りの(弓5Jl\ を[iljj l 、て F付近の奨国に復帰するのが普通であった， J と記述しているが，著者の観察も上記とほぼ

同様で，ヲ~;m力(土はなはだ微弱で日力によって遠距離飛河した例をみていない。しかし，気象条件が上の

場合と異なり，風の強い日または高位置にある樹冠上でヲ長期する成虫は，風に流され:'71こ復帰し得ないこ

とも考えられる。

2. クリタマパチ成虫の分散方向に関する調査

東京都目黒区所在の農林省休業弐設場構内には，芭焔の東の縁にやや南北の方向に約 30m の長さにわ

たり， 3 列に粟が植栽されていた2 この栗は数年前移植されたもので，樹高は 1~2.5m で，品種ばクリ

タマバチに対して擢害性の日野春で‘あった3

(1) 保護部毘虫科昆虫研究室員・東京大学農学都助教畏 (2) 東京大学農学部林学科
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Fig. 1 列状に航殺された栗林における彼筈木の分布
Distribution of infested trees in the rows of chestnut trees. 

この縞:投手Ijの rj~聞から南寄りの 1 本の樹 (No. 8) に 1952 年春に 10 数個の虫痩が形成された -2 れ

を放置したとニウ，翌 1953 年に至り被書ïI:数l士急激に増加し 20 本の多きに達した。

これらの新被告木の位置は Fig. J.に示すように前年の被害木より北の方向に多く，前年の被告木から

の距離 53m の列の北端まで達したυ しかも虫痕数は前年の被害木の!i'i)1!目に多い傾向が認められたc なお，

北方で也虫痩の形成がない No. 14 , 15 , 22 はいずれも折担後萌芽した樹高 1押7 未i'I:!;jの樹であったc

しかるに，南の方向へはわずかに 18.5m まで進出したにすき、なかった。

本調査!工南北方向のみの調査資糾であるが，クリタマベチの分散には方向性があることを暗示している

ものといえよう、しかも，その方向を決定するものは成虫の飛知能力を考取した場合，風であると考えざ

るを得ない

3. 被害の蔓延方向と主風方

子氏矧能力がない昆虫，あるいは幼虫の分散が主風方向をとるのは当然であるが，飛朔可能な成虫でも主

風に従って風下:こ分散することが多数の昆虫について観察されているし

関東地方でクり主マパテの被害が最初に発見されたのはJ.952 年で，集団的発生で注意をひし、たのは，

横浜市，川崎市，小金井町付近であった。しかし，これらの地域の彼許木には古い虫艇が付着していたこ

とから，被害の侵スはさらに古いことが判明したr その他，埼玉県下でも東京都に接抗する地域に若干の

発生をみたーl

};l 1.953 年の被害発生地については，林野庁防除、室がrl1心となって調査した結来を Fig.2 に示す「本

図における1.952 年の発生区域は，架の.1\1白裁が少ない東京旧市内でも虫痩が発見されていることから，こ

のような点状発生を考えれば，さらに東に片寄っていたものと思われる〉

本図から切らかなように，J.953 年には前年の発生区域の周回に全方向に向って相当夜く進出しているハ

特に北方への夏延が著しく，松山町を中心とする飛火的発生は北方への突出部主なっている。

このようなクリタマバチ被害の進行方向と主風の方向との聞に，はたして関係があるかを検討してみよ

うコ

クリタマペチの羽化期は 6 月下旬から 7 月上旬にわたる u この時期はあたかも梅雨期に当り，風向も定

まらぬ期間であるつ一方，樹上に虫痩が生ずるのは前年の産卵に原因があるので，J.952 年のクリタマバチ

羽化期間の風向を気象表によって検討してみたっ

クリタマバ千の羽化期間 6 月 20 日より 7 月 10 日まで 2J 日間の風の方向を東京および熊谷について

みるコー般に，クリタマバチ成虫は降雨中は不活動となるので，活動時亥Ijに降雨のある日は除外すべきで



クリタマメチの分散に及ぼ.r風の影響 (日塔・立花〉

t 、・、/ .............、，戸、

〆、

f 、'_.-.-・ ...........r.、

(".".....,.. ~ ー--!>熊毛 l 

、.，

、温

、

、

/ 

司~-'，-・一 l 
v、，

';r 
L 

91tv 

\;以
国 1952与の被害地

ﾄ1i'as in ft>sted.仇 1952

固 1953同被害地
Are�5 i nfe5t.ed. Ih 1953 

Fig.2 関東地方におけるクリタマバチ被害図

Infestation of the chestnut galI wasp in the Kanto region. 
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あるが，気象表のみでは降雨時刻が不明であり，さらに日照時間についても表には調査lrJlれの日が若干認

められたので，ここではやむを得ず風向のみをとりあげることにした。

東京にたいては， 21 日間jに風向 S-SSE の日数は 10 日で、皿、J半数を占め， ENE-ESE が 5 日， その他

が 6 日で，ニの期間i二 l土風向 S-SSE の臼が多かったことを示している 2

同様に，熊谷では SSE-SE の日数が 10 日で， E-ESE 3 日， N-NNE 3 日， SSW-S 2 日，その他

WNW, NE , ENE がおのおの 1 日となって L 、る。以上により当地における主風の万向は東京よりさらに

東に片寄ることがわかる しかし，クリタマバチ羽化景蹄期 6 月 28 日より 7 月 3 日まで 6 日間の風向は

SE 2 日， S , SSW , NE , WNVV と分散しており，これらの夙に乗って成虫が分散するとすれば，その方

向には相当の巾をもつことが考えられる c

以上によって 1-lfJらかなように，グリタマバチの羽化期間の主風は東京において S田SSE ， 熊谷において

SSE-SE であって，期間内の風向が相当分散するが，被害進行方向と主風方向とはだいたいー致するとみ

なしうるし

なお，上昇気流による垂直方向への上昇についても調査を要すると思われる。 すでに WXLLJS" は

Grass hopperが主風の外にそれと逆方向をとる上層気流中に裂流して分散するとを述しているが，今回の

調査で得られた分散方向からクリタマパチは主として下層の風に乗って移動すると考えるべきで、あろう、〉
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風洞による成虫の分散iこ関する実験111 

実験装置1. 

実喰装置は Fig.3 に示したような長万形の詣で，

内部の rlJ 16.6cm ， 高さ 15.7cm ， 長さ 99.2cm ， 底面

および阿側面は板で，両端には 40 メッシユの金綱摂
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C: 放虫長 A.B.: 金網
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Fig.3 実験函の区分
Sections of the test box. 

れ，箱の底面を B 等分した(なお，実験の際;こは両端

の金網の部分をもそれぞれ 1 区劃とみなすので，つま
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Fig.4 風速iiliJ定点
Points wind velocity measured. 

間ずつ点、じ，千百の rþの m~皮をー擦にするようにつとめ

た。

ピトー管によって衛内外各点、の風速分布を測定した泌風速については，多少の偏差は免れなかったが，

ピトー管の筒の中の位置を Fig.4 に示したiこ，果を Table 1 

なお，実験時の風洞内の温度は 22.7 ~25.0"C，湿度;土1l .8~12.0% であった r

実験材料2. 

木実験は， 1953 年 7 月 6 日から1.0日の間，午後 1 時より 711寺まで庁ったものであって，実験開始前 7
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月 5 日に，神奈川県西生町，日本女子大付岡高校構内の栗林で採集した虫艇から各笑!主主の前日，さたは当
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日午前中に羽化した成虫を試験に供したc なお，これら成虫を蒐集するには吸虫管を使用したc

3. 実験方法

- 93--

実験の実施にあたっては，箱の上面に置かれた硝干板のうち中央部の板を取りはずし，所定数 (50Il1D

の成虫を C点を中心と L て箱内に放ち，ふたたひ、硝子板て、おおし、各所定の速度の風に反 f吉、させた“ 一定時

間風を通した後， C点より風上の区(+1~+5) および風下の区 (-l~ー 5) に分散した成虫の数を調査

し，両者の比較によって風に対する成虫の反r:c、をみようとしたここの方法によると，一時に多数の低体に

ついて試験できるので，個体差に基く熊差をある程度低減できるのではないかと考えたz

Table 2. 成虫の分散密度の経過時間による~化

Change of density of the wasp distributed to each section in the course of time. 

W風in 速 |m経e(過mef時1n2〕p間se | 
3 区 4 区 5 区

N/5(0t ﾗ100 
d VElocmitisy ec lTi d l Section Section Section 

%) (R. P. M.) (m/sec) (m 3 4 -5 

10 8 7 7 78 
20 3 11 14 80 

0.1 己 30 5 12 12 84 
(10') 40 7 14 13 80 

50 4 14 14 82 
60 5 15 16 80 
10 2 5 12 70 
20 6 4 17 82 

0.4己 30 5 28 86 
( 30) 40 3 6 28 88 

50 5 5 25 92 
60 5 7 28 88 
10 2 3 4 56 
20 2 3 フ 62 

0.78 30 2 4 9 68 
(50) 40 3 4 11 70 

50 2 3 16 74 
60 3 5 19 80 
10 2 2 56 
20 4 3 60 

1. �3 30 2 2 5 58 
(100) 40 2 b 62 

50 5 2 B 62 
60 3 4 10 66 
10 4 3 2 54 
20 。 2 60 

2.27 30 2 2 5 60 
(150) 40 3 3 7 68 

50 6 10 70 
60 3 A 11 66 
10 3 7 11 70 
20 4 7 13 78 

3.15 30 4 12 15 78 
(200) 40 2 11 18 82 

50 10 20 82 
60 3 7 23 86 
10 。 4 21 74 
20 。 7 36 88 

4.65 30 。 3 38 96 
(300:) 40 。 ，υ 、 41 98 

50 。 2 43 98 
60 。 3 44 98 
伀 。 46 
20 。 54 

Cont(R.P .M. = 0) 30 2 。 58 
40 2 。 54 
50 2 。 54 
60 2 2 。 52 

Nは -1~-5 区の合計頭数

N: Total number of the wasp distributed to the sectionョー 1~-5.
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実験結果

風速はこれを Table 1 に示

4. 

したように 0.15~4.65問jsec

(RPM= 1O~300) の問 7 種

2こし， これに RPM=O の文す

照区を加え，放虫後 10 分ご

とに 60 分間，各区劃jに分散

した成虫数の樹皮を調査し

た。実験は各風速ごとに 8 問

繰り返して，その結果を検討

したところ，各繰返しとも大

差ないことを確かめ得たの

5 各区の分

および負の区 (-1

可/班(1'.附)
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Fig.5 風速と宇宙内各区劃に分散した成虫の密度
Wind velocity and density of the wasps dispersed to 

the negative sections. 
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の全分散頭数を供試~-5) 

頭数 50 で除した百分率 (Nj50x100 ただし N= -1~-5 区の会頭数〉を出し，それらをそれぞれ算術

平均した結果を Table 2 に示じたり
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-5 区に到j主した数を経過時間別に示したものであFig. G は同じく放虫後，びに 40 分後の分散数を，
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察考5. 

風速と箱の中の各区劃に分散しTこ虫数の関係(1) 

Fig.5 ならびに Fig.7 に
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たものと考えられる。この分
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影響より大きいことを示すものであろうっ

o. ]5~0 .45111/SeC (RPM= 1O~30) 風速

が 0 より市靖するにしたがって負の区ならび

に風下端(- 5 区〕に移動する虫数は増加す

る。しかして ， 0.45m/sec (RPM=30) がほ

ぼその最大値を示すο この範囲の風は成虫の

活動を抑制することなく， 送風を開始すれ

ば，多数の虫は風に対しIEの方向に定位し，

また飛朔庁勤をとる しかし，いったん風土

に向い飛河を開始し飛び立った成虫は，この

ような弱度の風によっても流され漸次風下へ

と移動する。このようにしてー5 区ならびに

負の区の分散頭数は増加する。

O. 78~2.27m/sec (RPM= 50~150) : この

範週の風は虫の活動を完全に阻止する 3 送風

開始。後直ちに活動は停止し，送風前の位置に

おいて静止をつづける。しかし ， 0.78m/sec 
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Fig. 7 風速と各区蓋lに分布した成虫数との関係を

示した一例 (40 分経過後〉(RPM=50) 前後の風速て、は， 送風後の時
An example showing the relation between wind 

聞の経過とともに徐々にわずかな移動が起 velocities and number of the wasp distributed to 

り，そのうちの若干は飛矧に移らんとするご each section (40 minutes after th wind blowing) 

とき行重力をとるが， それと同時に風下に吹き流されるつ この場合の移動は主として歩行によるものであ

る 1. 63~2.27m/sec (RPMニ 100~おめではほとんど完全に穆動は停止してしましV また，この範問の

風速は良の静止を妨げ風下に抑し流すほど強烈ではない。

3.15m/sec (RPM二200 以上) : 3.15 m/sec (RPM二 200) では務止をつづける虫を風下に吹き流して

しまう。短時間のうちにー5 区に到達するもの多数を認めるが，風速が小さい場合の移動とは根本的に異

なる すなわち ， 0.15~0.5m/sec (RPM=10~30) の場合は風の刺戟により陽性の趨jffi\性が誘発され飛

潤庁勤を起し，それが風に乗り移動するのに反し，この場合には強制的に吹き流されるのであるつ

(2) 送風後の級過時間と移動虫数との調係

実験衛内に虫を放ち送風すれば，前述のごとく風下端(- 5 区)に移動する虫が多数認められるに三三る

が，送風開始後の経過時間と 5 区における虫数との間にいかなる関係があるかを検討してみたっ

O. J.5~0 .45 m/sec (RPM = 10~3めでは，送風後の遜治時間とともに，わずかではあるが虫数に増減が

起る。しかるに， 0.78m/sec (RPM=50) 以上ではこのような現象ば全くみられなくなる乙すなわち，比

較的低い風速範間 O. 78~2.27m/sec(RPM=50~150) ではわずかな例外がみられるほかは，いったん，風

下に流された虫はふたたび移動で、きないことを示し，しかも例外的移動ももちろん這行によるものである。

このことは Fig.6 からも明らかであり， O. 78~2.27m/sec (RPM= 50~150) の範囲では風下端におけ

る虫数はl尋問の経過とともに直線約に増加するのに反し. 0.15~0 .45 m/sec (RPM= 10~30) ならびに

3.15~4.65mlsec (RPM=200~30のでは，送風後 10-20 分にKé曲点を有する曲線を示す勺なお， 4.65 
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間/sec (RPM=300) の場合，最初」の 20 分の聞に全供試虫の 70% が吹き流されることがわかるつ

(3) 実験?吉区劃内の虫数分布と風速との関係

送風後，実験符内の各区iltlJに分散する虫数は時間とともに宝I'lfilJするが，その一時点の分布虫数を風速別

に示したのが Fig.7 であり，これより次のことがし、えるコ

すなわち，高風速 4.65m/sec (RPM=300) では. +5 より +2 までの区劃範鴎に分散する虫数は全

く認められなし九十 l~ ー 2 区の問に分布する虫は箱のl表面の隅， あるいはその他の好適な固着場所(板

の傷，鈎掛けの時金じた板商の微細な凸凹など〉を足場にした数rrl'îの虫のみであったc このことは野外に

おいても好適なカ a くれ場所に足場をとる虫は強風によっても容易には吹き飛ばされないことを陪示するも

のといえよう c

さらに 4.65m/sec (RPMニ 300) の風速では. -3~-4 区に分布する虫数の少ないことは， いったん

吹き流された虫は途中で停止することなく箱の端まで注することを示すものであろうご

0.15m/sec (RPM=lO) では，分散数ば 5 区に最も多く. -1 区に向い漸次波少し， 対照区の場合

と逆の関係にある

0.15~0 .45m/sec (RPM=10-30) の範囲では， 例外的に +5 区に到達するものもある τ この移動は

いずれも這行によるものである。風に対する成虫の定位については，つねに風の方向に頭部を向け主行ま

たは飛期を仔なうことからして木虫は陽性の趨風性を示すことが明らかである。さらに強い風の場合，こ

の剰j設により，頭部を風上に向け活動を停止命することはこの性質を裏付しているものといえよう

RPM二O の場合の分布曲線は 0.15~0 .45m/sec (RPM= J.0~30) の場合のそれよりも 0.78~2.27

m/sec (RPM = 50~150) の場合に近似するようにみえる c これは後者の風速が虫の活動を阻止し，送風

直前の分散状態を保とうとするためであるニ

以上は水平面における虫の分布について記したが，並[直面においては次のごとくなる c すなわち. 3.J.5 

~4.65m/sec (RPM=200~300) の場合に. -5 区に停止する虫の状態は中央部より下回に位しているこ

これは Tablel ;こ示したように同一箱内でも風速は場所によって異なり，らにおいては，上面の風速が

下面より強く，虫は風力の弱い場所に集まったものと息われる乙

(4) クリ芦マパチの分散と風速

上述の風洞実験の結果ならびに野外における成虫のすre矧行動などの観察から，クリタマパチの野外にお

ける分散は主と L て「風の息」と称される風速妥動の初期の O.15-0 .45m/sec (RPM=lO-30) 程度の

きわめて弱L、気流の刺戟によって飛朔行動を起して空中 iこ浮遊し，これにつづいて生ずるさらに強い風に

よって遠距離まで運搬されるものと考えられる〔 しかして，東京における羽化最盛期間の風は1.8~

3.7 m/sec の平均速度を示し，風向も S.SSE をとるこ左から，実際にはこの風速の日に分散するのであ

ろう c

なお，風洞内実験では 3.15m/sec (RPM ニ 200) 以上の風速で平滑な板商にしがみつく成虫を吹き流し

いちじるしい分散をみたが，このような風速ドでは成虫は物体に密着して飛朔のみならず移動も停止する

し，さらに成虫の棲息場の諸条件が成ÐJ.のかくれ場所に過していることなどから，このような風速下で吹

き流される数は少なしむしろいわゆる「風の息」の初期の弱風によって飛期し，ついで、生ずるさらに強

い風に〕表るものと考えたい。この点については野外においてさらに詳細に説察研究を進める予定である ζ



クリタマパチの分散に及ぼす風の影響 (日塔・立花) - 97 ー

W 摘要

グリタマバチによるクリの被害の蔓延ば風によって助長されるように思われたので，野外におし、て風の

方向と被害の蔓延の方向との関係を調査し，さらに風洞を使用して風速と成虫の分散との関係を実験して

次のことを知った。

(1) 栗被害の分散方向と主風の方向はほぼ一致する。

(2) 0.15~0 .45m/sec (RPMニ 10-30) の範囲では，風は成虫を刺戟して飛朔行動を誘発し，これを

風下に運ぶ。

(3) 0.78m/sec (RPM ニ 50) 以上の風は成虫の活動を停止ーさせるが ， 0.78-2.27m/sec (RPM=50-

150) の笥閥で、は板面に固着静止.する成虫を吹き流さないU

(4) 3.15m/sec (RPMニ 200) 以上の風は静止せんとする成虫をほとんど風下に吹き流す。

(5) 成虫は陽性の趨風他をもっc

(6 ) 成虫の〕霊山南Itの分散はきわめて弱度の気流の束Ij戟によって飛矧をはじめ，風下方向に洗されると

考えた。
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Influence of the Wind on the Dispersion of the Chestnut Gall Wasp. 

Masatoshi NI'l''ro and Kanji 1'ACHLBANA 

R駸um� 

As the extension of chestnut injuries caused by the attacking of the chestnut gall wasp 

seemed to be attribut旦ble to the agency of wind currents, w巴 examined the corelation 

between the direction of the prevailing wind and the dispersion of the injuries in the Kanto 

reglOn. 

After these ex乱minations ， the influences of wind velocity on the dispersion of the wasp was 

studied by means of a wind tunnel in the laboratory. 1'h巴 r色3ults are as follows: 

(1) In 1953, the area infested by the chestnut gall wasp in the Kanto region extended 

in all directions from that of the previous year; however , the northward advance wぉ more

remarkable. It might have resulted from the direction of the prevailing air currents from 

l司te June to early July. 

(2) According to the field observation on a calm day , the wasp was scarcely able to 

fly for 旦 distance of 1 m. 

(3) 1'he wasp shows a positive anemotaxis. 

(4) In the range of wind velocity O.15~0 .45m/sec. ， the wind stimulates ;:Jdult wasps to 

fly upwards , and carries them leeward. 

(5) When wind exceeds O.28m/sec. , it arrests the movement of the wasp , and a wind 

velocity of O.78~2.27m/sec. is incapable of blowing away the wasp that clings to the 

substratum. 

(6) When wind exceeds 3. 15 m/sec. , it blows off almost all wasps le邑ward.

(7) From the results obtained by the present experiment, we are led to the conclusion 

that the long distance dispersal of wasps from their breeding area is brought about by their 

flying upwards in weak wind currents at fir3t , and then traveling leeward influenced by 

stronger winds. 


